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タ ケ ノコ脂質 のア セ トソ不 溶 部に つ いて

北 村 光 雄

は し が き

著 者 は先 に タ ケ ノ コ油脂 の脂 肪 酸 お よび不 ケ

ソ化 物 に つ い て報 告1)・2)し た が,タ ケ ノ コ脂 質

の構 成 成 分 を 明 らか に す る一 環 と して,っ つ い

て ア セ トソ不 溶 脂 質 に つ い て調 べ た 。 こ の ア セ

トソ不 溶 脂 質 に は 高 級 炭 化 水 素 お よび 糖 脂 質 が

多 量 に 含 まれ る。

従 来,糖 脂 質 は 動 物 の脳 お よび神 経 組 織 に多

い セ レブ シ ドが 主 な もの で あ っ た が,1956年

Carterら3)が 小 麦 粉 よ りガ ラ ク トシル グ リセ リ

ドを 発 見 し,つ づ い て 高 等 植 物 の 葉,種 子,ソ

ウ類 に もセ レブ シ ドの 存 在 す る こ とが 明 らか と

な った4)・5)。

実験結果および考察

1.ア セ トン不 溶 脂 質 の薄 層 ク ロマ トグ ラ フ

ィー ア セ トソ不 溶 脂 質 のお お よ そ の形 態 を

知 るた め に,未 分 画 の ま ま,薄 層 ク ロマ トグ ラ

フ ィーで 分 析 し た 。 展 開溶 媒 は ク ロ ロホル ムー

メ タ ノール ー水(65:25:4)お よび ク ロ ロホ ル ム

ーメ タ ノ ールー酢 酸 一水(65:25:8:4)の2つ を使

用 した が前 者 がや や 良 好 な結 果 を与 え た 。 図一1

に 示す よ うに,全 部 で10個 の ス ポ ッ ト が 得 ら

れ,各 ス ポ ッ トの 呈 色 は表 一1の とお りで あ る。

実験材料および方法

1.試 料 の調 製 既 報1)タ ケ ノ コ脂 質29.59

に 約10倍 量 の ア セ トンを加 え,冷 暗 所 に放 置 す

る と多 量 の粘 ち ょ うな褐 色沈 殿 物 を生 じた 。 こ

の物 質 を傾 斜 分 別 し,少 量 の エ ー テ ル に と か

し,さ らに ア セ トソを 加 え て再 沈 殿 を 行 な っ

た 。 これ を濾 別 して,ア セ トソ不 溶 脂 質2・69

(試 料 油 の8.8%)を 得 た 。

2.分 析 方 法 リ ソ脂 質 の 定 量 はParker

ら6)の方 法 に,糖 脂 質 の定 量 はRoe7)の 方 法 に,

窒 素 の測 定 は ミク ロ ケル ダ ール 法 に よ って 実 施

した 。 そ の他 の ガ ス クロ ク トグ ラ フ ィー,ケ イ

酸 ク ロマ トグ ラ フ ィー,赤 外 線 吸収 ス ペ ク トル

法 な どは前 報8)に 記 載 した と お りで あ る。

図一1ア セ トソ不 溶 脂 質 の薄 層 ク ロマ トグ ラ ム
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右 の数 字:Rf×100
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ス ポ ッ ト3,6,9は モ リブデ ン青 試 薬 に対 し

陽 性 で,リ ン脂 質 で あ る。 しか し卵 黄 か らとっ

た リ ン脂 質 よ りも発 色 が薄 く,α 一ナ フ トー ル試

薬 で も発 色 す る こ とか ら;と れ らのス ポ ッ ト幡

リ ン脂 質 の含 量 が少 な く,糖 脂 質 と の混 合 物 の

よ うで あ る。 ニ ン ヒ ドリ ン試 薬 や ドラ ー ゲ ン ド

ル フ試薬 で 発 色 す るス ポ ッ トが な く,ホ ス フ ァ

チ ジル エ タ ノ广 ル ア ミソ,ホ ス7ア チ ジ ル セ リ

ンお よび ホ ス フ ァチ ジル コ リンの よ うな ア ミ ノ

脂 質,.リ ン脂 質 が含 まれ な い よ うであ る。

2・、 アセ トン不 溶 脂 質 の溶 媒 に よ る分 別

ア セ トソ不 溶 脂 質 中 に エ ー テル,ク ロ ロ ホ ル

ム ダ メ タ ノ ール な どに 不 溶 性 の 物 質 が 見 られ た

の で プ つ ぎ の よ うに 溶 媒 で分 別 した 。 ▼

表一2溶 媒分別に よる各区分の窒素,1丿 ン,糖 の含量

区 分

A

B

C

N
(%)

1.10

1.29

2.10

P
(%J

1.34

3.84

4.41

糖
(%)

6.2

8.2

2.3

ア セ トン不 溶 脂 質9

3・A区 分 の ケ イ酸 力 ラム ク ロマ トグ ラ フ ィ

ー お よび 薄 層 ク ロマ トグ ラ フ ィー に よ る分 析

A区 分 の各 ス ポ ッ トを精 査 す るた め に,ケ イ酸

カ ラ ム ク ロマ トグ ラ フ ィーを行 な った 。 表 一3の

とお り,ク ロ ロホル ム とメ タ ノ ール の混 合 比 を

変}て 溶 出 し,8区 分 に 分 け た 。A分 画 区分 の

薄 層 ク ロマ トグ ラ ムは 図一3のと お りで あ る。

図一3A牙 画区分の薄層 クロマ トグラム

表一3.A区 分のケ イ酸 カラム クロマ

トグラフ ィー

溶 媒 分 別 に よ る各 区分 の薄 層 ク ロマ トグ ラ ム

は 図 一2に・ 窒 素,リ ン,糖 の含 量 は 表 一2に示 す

とお りで,糖 脂 質 はA,B区 分 に 集 積 してい る

よ うで あ る。

No.溶 媒 溶出量

(ml)
収 量
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CH30H

1,DOO
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500
500

500
500
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3.9

13.0

13.2

15.2

25.8

8.7

7.1

4.7

図一2溶 媒分別 による各区分

の薄層 クロマ トグラム

Silicicacid359,Hyflosuperce117991 .9

30×310mmColumn

Sample2.2g

(1)フ ラ ク シ ョ ン1の 分 析 こ の 区 分 は 薄

層 ク ロ マ トグ ラ フ ィー で 単 一 の ス プ ッ トを 与}

各 種 の 呈 色 試 薬 お よ びRf値 か ら炭 化 水 素 で あ

る 。 ま た 赤 外 吸 収 ス ペ ク トル は 図 一4の と お り,
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図一4フ ラクシ ョン1の 赤外吸収 スペ ク トル

2,850～2,970cm-1に 強 い 吸 収 が あ り,1,460

cm-1,1,375cm-1に も吸収 を 示 す こ と か ら 炭

化 水 素 で あ る。 この 物 質 を ガス ク ロ マ トグ ラ フ

に ょ り,300。Cで,ア ス ラ ァル テ ンを 固定 相 に

した カ ラ ムで も分 離 され なか った ことか ら相 当

分 子 量 の大 きな 炭 化 水 素 と考 え られ る。

(2)フ ラ クシ ョ ン2の 分 析 こ の区 分 は 薄

層 ク ロマ トグ ラ ムで 見 る よ うに 混合 物 で あ るの

で,さ らに純 粋 にす るた め再 カ ラ ム ク ロマ トグ

ラ フ ィーを 行 な った 。 最 初 の溶 出 区分 か ら フ ラ

ク シ ョ ン1と 同様 の炭 化 水 素 が得 られ た。 つ ぎ

の区分には図一5に示す よう塗赤外吸収スペ グト

ル が 得 られ,こ れ を ケ ソ化 お よび メ チ ル化 し,

そ の ガ ス ク ロマ トグ ラ ムか らパ ル ミチ ン酸 の ピ

ー クを 得 た 。終 りの 溶 出 区 分 か らα一ナ フ トール

試 薬 に 陽 性 の 物 質 を 得 た 。 少 量 で これ 以 上 精 査
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図一5フ ラ ク シ ョン2よ り得 た 脂 肪 酸 の

赤 外 吸 収 ス ペ ク トル

し な か っ た が,糖 脂 質 と 考 え られ る 。

(3)フ ラ ク シ ョ ン3の 分 析 こ の 区 分 も 上

記 と 同 様 再 カ ラ ム ク ロマ トグ ラ フ ィ ー を 行 な

い,図 一6に 示 す 薄 層 ク ロマ トグ ラ ム を 得 た 。b,

c,d区 分 に つ い て そ れ ぞ れ,Dawson9),橋 本

ら1°),小 原 ら11)の 方 法 に な らい,1部 は 緩 和 な

酸 水 解,1部 は 緩 和 な ア ル カ リ水 解 処 理 を 行 な

6だ ごぞ の 結果_..び アノ励 岫螺 解 ど も,

b黔 醐 旨瞰 麻 ・b・レチミン酸 呻

か らパ ル 馨 畷 お よび ス テ ア リン酸;亟 倉

か ちパ池 チ 戔 ソ酸 お よびベ ヘ ニ ソ 酸 を 検 出 し

た 。 また 水 溶 部 分 に イ オ ン交 換 樹脂 を 用 い,脱

塩 して か らペ ーパ ー ク ロマ トグ ラ フ ィーを 行 な

った 。 図一7の よ うなペ ー パ ー ク ロマ トグ ラ ムを

得 た が,標 準 物 質 の 糖 に 相 当 す る も の は得 られ

な か った 。 さ らに この 加 水分 解物 の ト リメチ ル

ク ロ ロシ ラ ソエ ー テ ル 化 物 の ガ ス ク ロマ トグ ラ

フ ィ,.._,12)からガ ラ ク トース の小 さい ピ ー クを与

図一7糖 類 の ペ ーパ ー ク ロマ トグ ラ ム

1グ ル コー ス2:ガ ラ ク トース

3フ ラ ク トー ス4:マ ン ノ ース

5イ ノ シ トー ル6:ア ラ ビノ ー ス

7加 水 分 解 物

展 開 溶 媒:ブ タ ノ ールーピ リジ ソー水(6:4:3)

発 色:ア ンモ ニア 性AgNO3

え た 。 こ の こ と か ら こ の 区 分 に は ガ ラ ク ト シ ド

が 存 在 す る 。

(4)フ ラ ク シ ョ ン4,5の 分 析 再 カ ラ ム ク

(41)
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図一8フ ラ ク シ ョソ4,5の 再 カ ラ ム ク 戸 マ ト

に よる 薄 層 ク ロマ トグ ラ フ ィ ー

図一9フ ラクシ ョソ4か ら得た糖脂質 の

赤外吸収 スペ ク トル

β ク トグ ラ フ ィー の 結 果,図 一8に見 る よ うな 区

分 カミ得 られ た 。 このd区 分 の 赤 外 吸収 ス ペ ク ト

ル は 図一9の とお りで あ る。 この糖 脂 質 を 緩 和 な

酸 水 解 を行 な い,パ ル ミチ ソ酸,ガ ラ ク トー ス

を検 出 した 。

(5)フ ラ ク シ ョン6,7,8の 分 析 薄 層 ク

ロマ トグ ラ フ ィー の結 果,Rf値 が 小 さ く,ア

ニ ス ル ァ ル デ ヒ ド試 薬,α 一ナ フ トール 試 薬 に 陽

性,モ リブデ ン青 試 薬,ア ソ ト巨 ソ試 薬 で は不

鮮 明,な どか ら糖 脂 質 お よび リソ脂 質 が 少量 ず

つ 混 在 す る よ うで あ る。 また ス テ リソ反 応 も陽

性 で あ る。 試 料 少量 で これ 以上 検 索 し な か っ

た 。

要 約

タケ ノ コ脂 質 の ア セ トン不 溶 部 の 成分 を 調 べ

た 。

(1)ア セ トン不 溶 脂 質 は 試 料 油 の8.8%で あ

る。

(2)こ の 脂 質 中 に は 高 級 炭 化 水 素,糖 脂 質 が

多 量 に 含 まれ,こ の ほ かに リン脂 質,高 級 ア ル

コール,ス テ リ ンな どが含 ま れ て い る。

(3)糖 脂 質 は パ ル ミチ ン酸,ス テ ア リ ン酸r

ベ ヘ ニ ソ酸 か らな る高級 脂 肪 酸 とガ ラ ク トース

お よび構 造 不 明 の糖 か らな る糖 脂 質 で あ る。

(4)リ ソ脂 質 は 少量 で,ホ ス フ ァチ ジル エ タ

ノー ル ァ ミソ,ホ ス フ ァチ ジル コンが 含 まれ な

い よ うで あ る。
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